
 

 

 

「家族のお世話や家事についての実態調査」の結果について 
 

市立学校の児童生徒を対象に行った、「家族のお世話や家事についての実態調査」についての結

果の概要がまとまりましたのでお知らせします。 

 

１ 調査目的 

本来大人が担うと想定されている家族の世話や家事などを日常的に行い、年齢や成長の度合

いに見合わない重い責任や負担を負っている子ども、いわゆる「ヤングケアラー」について、

その実態を把握し、必要な支援に繋げることを目的として実施 

２ 対象者 

市立学校に所属する小学校５年生～中学校３年生（義務教育学校５年生～９年生を含む。） 

                                 約２８，０００人 

【参考】５月１日現在児童生徒数 

〇小学校（５、６年生） １１,４７４人 

〇中学校（１～３年生） １６,７７９人 

※小学校には義務教育学校５、６年生を、中学校には同７～９年生を含む。 

※中学校には大野南中学校分校を含まない。 

３ 実施方法 

タブレット端末を使用し、記名のうえ各学校で実施 

４ 実施期間 

令和４年１０月～１２月 

５ 回答者数 

小学校 １０,２７１人（回答率：８９.５％） 

中学校 １４,３６５人（回答率：８５.６％） 

６ 調査結果概要 

別紙のとおり。 

家族のお世話をしていると回答した児童生徒は、小学校で１,３２８人（１２.９％、７.７人

に１人）、中学校で１,７６５人（１２.３％、８.１人に１人）でした。 

７ 今後の対応 

調査において学校生活への影響や心身への影響があると回答した児童生徒に対しては、各学

校で児童生徒との面接により状況等を確認した上で、必要に応じて、学校での見守りや子育て

支援センターを中心とした福祉の支援に繋げていきます。

令和５年１月２７日 

相 模 原 市 発 表 資 料 

問合せ先 

こども家庭課 

電話０４２－７６９－９８１１ 



 

1 

 

【別紙】 

〇お世話をしている家族の有無 

問 あなたは家で、家族の誰かのためにお世話や家事をしていますか。 

 

小学校の１２.９％、中学校の１２.３％が、家族の誰かのためにお世話や家事をしていると

回答している。 

  

 

 

〇お世話の対象者 

問 お世話などを必要としている人は誰ですか。（複数回答） 

 

小中学校共に、母が最も多く、次いできょうだい、父となっている。 

  

 

  

していない

87.1%

している

12.9%

小学校

していない

87.7%

している

12.3%

中学校

53.9%
26.5%

16.4%

10.3%

45.2%

9.9%

4.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

母

父

祖母

祖父

きょうだい

その他

無回答

小学校

48.6%

21.0%

13.6%

8.4%

46.2%

7.4%

5.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

母

父

祖母

祖父

きょうだい

その他

無回答

中学校

（ｎ＝10,271） （ｎ＝14,365） 

（ｎ＝1,328） （ｎ＝1,765） 

（1,328 人） （1,765 人） 
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〇お世話の内容 

問 あなたがしているお世話や家事はどんなことですか。（複数回答） 

①障害や病気のある家族の代わりに買い物・料理・掃除・洗濯などの家事をしている 

②家族の代わりに幼いきょうだいのお世話をしている 

③障がいや病気のあるきょうだいのお世話や見守りをしている 

④目を離せない家族の見守りや声かけなどの気づかいをしている 

⑤日本語が得意ではない家族や障害のある家族のために通訳をしている 

⑥アルコール・薬物・ギャンブル問題を抱える家族のお世話をしている 

⑦がん・難病・精神疾患など慢性的な病気の家族の看病をしている 

⑧障がいや病気のある家族の身の回りのお世話をしている 

⑨障がいや病気のある家族の入浴やトイレの手伝いをしている 

 

小中学校共にきょうだいの世話が最も多く、買い物などの家事が続いている。その他では、

「ゴミ出し」「風呂掃除」「食事の配膳」などの具体的な家事の記載が多いほか、「両親が共働き

のため家事を手伝っている」「ケアが必要な家族はいないが家事を手伝っている」などの記載も

あった。 

  

  

25.3%

35.8%

6.0%

9.0%

5.9%

4.5%

3.8%

3.7%

2.4%

25.8%

8.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

その他

無回答

小学校

26.5%

37.2%
7.5%

10.9%

7.8%

3.3%

2.3%

4.6%

2.7%

18.6%

8.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

その他

無回答

中学校（ｎ＝1,328） （ｎ＝1,765） 
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〇お世話の頻度 

問 お世話や家事をしている日数を教えてください 

 

小中学校共に、ほぼ毎日が最も多く、ほぼ毎日、週３～５日、週１～２日の合計で全体の８

割以上となる。 

  

 

 

〇お世話による影響 

問 お世話や家事をしているために、次のようなことがありますか。（複数回答） 

 

影響が特にないと回答した児童は小学校で７３.９％、中学校で７８.７％であった。一方で

自由な時間がない、睡眠時間の不足、家で勉強できないなど、日常生活に影響があるとする回

答もあった。 

  

ほぼ毎日

34.4%

週３～５日

24.8%

週１～２日

23.8%

月に数日

8.8%

その他

5.3%

無回答

3.3%

小学校

ほぼ毎日

32.8%

週３～５日

23.2%

週１～２日

24.9%

月に数日

12.0%

その他

3.9%

無回答

3.4%

中学校

1.0%

2.0%

5.9%

1.2%

5.2%

6.8%

4.4%

2.7%

7.5%

73.9%

2.3%

6.6%

0.0% 50.0% 100.0%

学校に行けない

遅刻・早退

授業に集中できない

習い事ができない

家で勉強できない

睡眠時間の不足

友だちと遊べない

将来等を考えられない

自由な時間がない

特にない

その他

無回答

小学校

0.5%

1.4%

2.0%

0.9%

5.7%

4.3%

3.7%

0.2%

6.5%

78.7%

1.9%

6.5%

0.0% 50.0% 100.0%

学校に行けない

遅刻・早退

授業に集中できない

部活等ができない

家で勉強できない

睡眠時間の不足

友だちと遊べない

進路を選べない

自由な時間がない

特にない

その他

無回答

中学校

（ｎ＝1,765） 

（ｎ＝1,328） （ｎ＝1,765） 

（ｎ＝1,328） 

小数点以下第２位を四捨五入しているため、個々の集計値の合計は

必ずしも１００％とならない場合がある。 
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〇お世話に対する気持ち 

問 お世話や家事をすることを、どのように感じていますか。（複数回答） 

 

小中学校共に、特に何も感じていない、満足している・やりがいを感じているとの回答が多

く、仕方がない、身体が少しつらい、心が少しつらいと続いている。 

 

 

〇相談相手 

問 お世話や家事のことを、誰かに相談していますか。（複数回答） 

 

家族のお世話などについて、話していないとの回答が最も多く、相談先としては家族、友だ

ちと続いている。 

   

37.0%

10.7%

1.7%

4.6%

1.7%

18.9%

36.2%

5.7%

2.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

満足している

身体が少しつらい

身体がとてもつらい

心が少しつらい

心がとてもつらい

仕方ない

特に何も感じていない

その他

無回答

小学校

27.1%

7.0%

0.8%

4.3%

1.1%

20.9%

48.6%

4.4%

3.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

やりがいを感じる

身体が少しつらい

身体がとてもつらい

心が少しつらい

心がとてもつらい

仕方ない

特に何も感じていない

その他

無回答

中学校

34.5%

3.9%

15.5%

4.3%

0.7%

0.2%

52.0%

4.7%

5.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

家族

親戚

友だち

先生

スクールC

市役所など

話していない

その他

無回答

小学校

25.2%

2.9%

11.2%

3.1%

0.6%

0.2%
59.5%

2.7%

6.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

家族

親戚

友だち

先生

スクールC

市役所など

話していない

その他

無回答

中学校

（ｎ＝1,328） （ｎ＝1,765） 

（ｎ＝1,328） （ｎ＝1,765） 


